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 矢掛高校 VS 総社高校        ＠玉島の森野球場 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

総 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

矢 掛 2 1 0 0 0 0 2 0 × 5 

矢 花岡 ― 小池                       文責：小野 愛友奈（普通科探究コース） 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の花岡（木之子中） 

1回表、総社高校の攻撃。先頭打者に振り逃げで出塁を許し、犠打で送られるも、後続を抑える。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。一死から大山（小北中）が死球で出塁する。次打者の赤木（小北中）が四球で出塁し、

さらに続く真砂（木之子中）が失策で出塁し、満塁とする。二死から森上（総社西中）が粘りながら左

前に運び、２点を先制する。続く三澤（真備東中）の死球で再び満塁とするが、追加点は奪えない。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。二死から大山が死球で出塁する。大山は連続盗塁を決め三塁まで進み、赤木の打球が

悪送球となり１点を追加する。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。先頭打者の小川（真備中）が右越二塁打を放つが、得点ならず。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。一死から小池が四球で出塁し、続く佐藤武蔵（木之子中）が右前打を放つ。さらに大

山がバントヒットを放ち、満塁とする。ここで赤木の放った内野ゴロは本塁封殺となり、二死満塁。こ

こで代打：木尾（美星中）を送り、勝負に出るが、三ゴロに抑えられ、無得点。 

5回表、総社高校の攻撃。二死から先頭打者に四球を与えてしまう。さらに次打者にこの試合初の安打を浴び、

二死一・二塁のピンチとなる。ここで、左翼に大きなあたりを放たれるが、左翼手が抑え、無失点。 

5回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の小川は粘りを見せるが、内野ゴロに打ち取られる。続く森上は失策で出塁。さ

らに三澤が四球で続きチャンスとなるが、後続が打ち取られ、無得点。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。守備から出場の佐藤孝太（木之子中）が捉えた当たりを放つも中飛。しかし、続く小

川、森上の連続安打で作ったチャンスに好投を続ける花岡が自ら２点中前打を放ち、追加点を挙げる。 

8回表、総社高校の攻撃。一死から左前打を放たれるも、後続を抑えこの回無失点。  

8回裏、矢掛高校の攻撃。ここで代打：上山（木之子中）を送るも一ゴロに抑えられる。二死から赤木が中越二

塁打を放つも、後続が倒れ、５点リードで最終回へ。 

9回表、総社高校の攻撃。矢掛高校は１年生の田付（真備東中）と大山裕輝（小北中）を入れ、守備固めに入る。

１番から始まる嫌な打順ではあったが、三者凡退に抑え、試合終了。 

 

矢掛高校は５対０で総社高校に勝利した。今回の試合では安打が多く、試合中の雰囲気も明るくとても良かった。

しかし、１０残塁とチャンスで点を奪うことができず、勝負どころの三振が目立った。先発の花岡は２安打１四

球と安定感のある投球で完封勝利となった。守備面では失策がほとんどなかったが、小さなミスでも減らしてい

き、より良いチームになっていきたい。代打や守備固めで出場したメンバーもさらに努力を重ねて出場機会を増

やしてほしい。 

今シーズンの勝敗    

１８勝５敗３分 


